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報 告

中学生の不登校傾向と社会的コンピテンスとの関連

一悩み状況と相談者の有無の視点も踏まえて一

鈴　木　美樹江

〔論文要旨〕

　本研究は，不登校傾向の種類により社会的コンピテンスとの関連に相違がみられるか検討すること，および悩み

事や相談者の有無についても調査した。中学生201名を対象に質問紙調査を行い，統計学的分析を実施した。その

結果，社会的コンピテンスは，内在化問題を基底とした不登校傾向とは有意な負の相関関係がみられたが，外在化

問題を基底とした不登校傾向とは有意な相関関係はみられなかった。とくに精神・身体症状を伴う不登校傾向生徒

は，社会的コンピテンスも低く，悩み事があると感じながらも，相談する人がいない状態である。これらの生徒に

は，社会的コンピテンスを促進する介入を行うとともに，相談に乗る体制を早急に整えていく必要がある。
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1　はじめに

　中学生における不登校生徒の数は，平成24年度で

91，446人であり，9万人を超える生徒がなんらかの問題

を抱え，学校に登校することの難しさを抱えているユ）。

　このような不登校の要因の1つとして，社会的コン

ピテンスの不足が考えられる。社会的コンピテンスと

は，青年期の発達において肯定的な結果をもたらすた

めの社会的情緒的な能力と行動である2）。具体的には，

社会的コンピテンスは2種類の能力として構成されて

おり，①否定的な感情を把握して統制する力，②社会

的問題解決能力である。すなわち，社会的コンピテン

スは，状況に応じて社会的スキル（社会的技術）を選

択し，実際に行われた行動の効果性および対人状況

の統制能力によって評価されるものである341。その

ため，社会的コンピテンスは，社会的スキルの上位概

念として位置付けられている5）。

　実際に，社会的コンピテンスが不足している生徒は，

普通の生徒と比較して，内在化問題（抑うつなど）の

リスクが高くなること6）や，外在化問題（非行など）

のリスクが高くなること7｝が指摘されている。とくに

社会的コンピテンスと内在化問題の関連については，

数多くの指摘がなされている。人気と抑うつとの間

の媒介変数として，社会的コンピテンスが関連して

いる8にとや，冷遇と内在化問題との間にも社会的コ

ンピテンスが媒介していたとの指摘もある9・1°）。また，

社会的コンピテンスの低い生徒は，3年後に内在化し

た問題を持つことも指摘されており11），長期的な観点

から見ても社会的コンピテンスの不足が生徒に与える

影響は大きい。

　一方，外在化問題においては，適切な社会的スキ

ルが欠如している青年は級友を拒絶する傾向にあり，

他者の心理的問題を引き起こす要因となるとの指摘12＞

や，社会的コンピテンスが行動的な問題と関連してい
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ることも指摘されている13）。その一一方で，社会的コン

ピテンスと外在化問題との関連は長期的な観点からは

みられなかったとの指摘6）もあり，社会的コンピテン

スと外在化問題については一貫した結果が得られてい

ない現状にある。

　なお日本においては，社会的コンピテンスと内在

化問題や外在化問題について調査した研究は少なく，

社会的スキルと不登校傾向に焦点を当てた研究が多

くみられる。社会的スキルと不登校との関連につい

て調査した研究では，不登校生徒は登校生徒に比べ

て，自分から積極的に友人関係を築く力や自己主張

力の得点が低いことが指摘されているユ4・15’。また，不

登校傾向とコミュニケーションカとの間に負の相関

があることについても指摘されている16）。このよう

に社会的スキルやコミュニケーションカと不登校傾

向は関連していることが示唆されている。その一方

で，非行少年は親しい友人に対しては親和動機が高

いために社会的スキルを高く示すが，同級生に対し

ては親和動機が低いために，社会的スキルを低く示

すことが示唆されている17）。このように非行少年は

社会的スキルを示す対象によって，社会的スキルの

高さが異なっている。

　以上より，内在化問題を基底とした不登校傾向（精

神・身体症状を伴う不登校傾向等）と，外在化問題を

基底とした不登校傾向（遊び・非行に関連する不登校

傾向）とでは，社会的スキルの関連が異なることが示

唆されている。そのため，上位概念である社会的コン

ピテンスにおいても，内在化問題を基底とした不登校

傾向と外在化問題を基底とした不登校傾向では関連が

異なる可能性が考えられるが，両側面の観点から調査

した研究はみられない。そこで本研究では，不登校傾

向の種類により社会的コンピテンスとの関連に相違が

みられるかについて検討を行う。また，不登校傾向と

悩み事の有無，相談できる人の有無について調査する

ことで，不登校傾向のタイプごとの悩みに関する状況

を把握することを目的とする。

皿．方 去

1．調査対象・調査期間

　愛知県内の公立中学校の1～3年生201名（男子103

名，女子98名）を対象に自己記入式質問紙調査をX

年4月に実施した。
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表1　社会的コンピテンス尺度内容
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友だちはたくさんいますか

クラスの中では，人気者だと思いますか

友だちに，よくいじわるをされますか

自分が学校を休んでも，皆はあまり心配してくれないと

思いますか

新しい友だちを作るのはかんたんですか

友だちは，よく遊びにさそってくれますか

クラスの中で，自分は，いなくてはならない人だと思い

ますか

友だちには，好かれていると思いますか

クラスの人は，あまり自分を相手にしてくれないですか

もし転校することになったら，クラスの人はかなしんで

くれると思いますか

2．調査内容

　質問紙の内容は，基本情報（学年，性別等），不登

校傾向尺度18），社会的コンピテンス尺度19｝，悩み事の

有無，相談できる人の有無について尋ねた質問項目

で構成した。不登校傾向尺度は，「別室登校を希望す

る不登校傾向」3項目，「遊び・非行に関連する不登

校傾向」4項目，「精神・身体症状を伴う不登校傾向」

4項目の3因子，計11項目を用いた。“あてはまらな

い（1）”～“あてはまる（4）”の4件法で回答を求め

た。社会的コンピテンス尺度では，Harter19）が作成し

たPerceived　competence　scale　for　childrenの日本語

版児童用コンピテンス尺度2°）の中の「社会的コンピテ

ンス」因子，10項目を用いた（表1）。“いいえ（1）”

～“はい（4）”の4件法で回答を求めた。また，悩み

事の有無については，「現在悩んでいることはありま

すか？」との質問項目に対して，「あり一なし」の2

件法で回答を求めた。相談できる人の有無については，

「相談できる人はいますか？」との質問項目に対して，

「いる一いない」の2件法で回答を求めた。

3．分析方法

　先行研究を参考にして，各尺度のCronbachα係数

より信頼性を確認したうえで，尺度項目の平均値を因

子得点として算出した。不登校傾向と社会的コンピテ

ンスとの関連性については，Pearsonの相関分析より

検討した。さらに，悩み事のあり群となし群，および

相談する人のあり群となし群との間に，不登校傾向得

点や社会的コンピテンス得点において有意な差異がみ

られるかを検討するために，τ検定を実施した。これ

らのデータ分析にはIBM　SPSS　ver．19を使用した。
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表2　不登校傾向と社会的コンピテンスの基礎統計量と信頼性，相関係数

尺度名 平均値　　標準偏差　　α係数 2 3 4

1別室登校を希望する不登校傾向

2遊び・非行に関連する不登校傾向

3精神・身体症状を伴う不登校傾向

4社会的コンピテンス
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2．74

0．70
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0．7］
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．413＊＊＊ ．642＊＊＊　　　　一．363＊＊＊

．370＊＊＊　　　　一．078

　　　　－．418＊＊＊

＊＊＊p＜．001

表3　悩み事のあり群・なし群と不登校傾向・社会的コンピテンスの平均値およびt検定の結果

尺度名 悩みあり群（65名）悩みなし群（135名） t値

別室登校を希望する不登校傾向

遊び・非行に関連する不登校傾向

精神・身体症状を伴う不登校傾向

社会的コンピテンス

1．72

2．18

2．07

2．55

（091）

（O．81）

（O．78）

（0．56）

1．32　　（0，54）

2．10　（0．76）

1．53　　（0．61）

2．83　（0．47）

　3．25＊＊

　0．70

　4．83”’

－
3．81”’

（）内は標準偏差 ”p〈Ol，＊＊“p＜．001

表4　相談する人のあり群・なし群と不登校傾向・社会的コンピテンスの平均値およびt検定の結果

尺度名 相談する人あり群（160名）　相談する人なし群（41名） t値

別室登校を希望する不登校傾向

遊び・非行に関連する不登校傾向

精神・身体症状を伴う不登校傾向

社会的コンピテンス

1．41　（0．66）

2．07　（0．74）

1．64　　（O．70）

2．80　　（0．48）

1．63　　（082）

2．32　　（0．89）

197　　（0．72）

2．50　　（0．87）

一
1．88＋

－
1．62

－
2．72＊＊

　3．47”

（）内は標準偏差 ＋♪＜．10，＊＊カく01

4．倫理的配慮事項

　実施校の教師に調査の趣旨・内容を書面と口頭で説

明を行い，校長および担当教師の協議を得て同意が得

られた。また，生徒に対して，自由意思による協力で

あることや，学業成績等とは関係はなく，回答者に不

利益を生じることは一切ないことを説明した。また，

データ入力後には，原本はシュレッターによって廃棄

を行うこととした。

皿．結 果

　不登校傾向尺度と社会的コンピテンス尺度の平均

値，標準偏差，信頼係数（Cronbachのα係数）およ

び相関係数を表2に示す。なお，因子得点は，各尺度

項目の平均値を使用している。別室登校を希望する不

登校傾向や精神・身体症状を伴う不登校傾向は社会的

コンピテンスと有意な負の相関関係がみられた。一方，

遊び・非行に関連する不登校傾向のみ社会的コンピテ

ンスとの間に有意な相関関係はみられなかった。

　次に，悩みあり群と悩みなし群の間に，不登校傾向

下位尺度得点および社会的コンピテンス得点において

差がみられるかを検討した。その結果，別室登校を希

望する不登校傾向（t（86）＝3．25，p〈．Ol）と精神・

身体症状を伴う不登校傾向（t（103）＝4．83，p〈．001）

については，悩みあり群の方がなし群より有意に得点

が高かった（表3）。一方，社会的コンピテンス（t（198）

＝－ 3．81，p〈．001）については，悩みなし群の方が

あり群より有意に得点が高かった。なお，遊び・非行

に関連する不登校傾向については，有意な差がみられ

なかった。

　続いて，相談する人があり群となし群の間において

も，同様に不登校傾向下位尺度得点および社会的コン

ピテンス得点において，差がみられるかを検討した。

その結果，精神・身体症状を伴う不登校傾向（t（199）

＝－ 2．72，p＜．01）については，相談する人のなし

群の方があり群より有意に得点が高く，別室登校を

希望する不登校傾向（t（199）＝－1．88，p＜ユO）に

ついては，相談する人なし群の方があり群より得点が

高い有意傾向がみられた（表4）。一方，社会的コン
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ピテンス（t（199）＝3．47，p＜．Ol）については，相

談する人あり群の方がなし群より有意に得点が高かっ

た。なお，遊び・非行に関連する不登校傾向について

は，悩み事あり群となし群，および相談する人あり群

となし群とに有意な差がみられなかった。

lV．考 察

　社会的コンピテンスは，別室登校を希望する不登校

傾向と精神・身体症状を伴う不登校傾向との間に相関

がみられた。なお社会的コンピテンスの低い生徒や社

会的に孤立している生徒においては，内在化した問題

を持つことが示唆されていた11｝。本研究においては，

社会的コンピテンスが内在化問題の中でも別室登校や

精神・身体症状といった不登校傾向との観点から支持

する結果となった。

　また，本研究では悩み事あり群はなし群より，社会

的コンピテンスが低く，別室登校を希望する不登校傾

向や，精神・身体症状を伴う不登校傾向が高いことが

示唆された。本研究の中で具体的な悩み事の種類につ

いては尋ねていないが，社会的コンピテンスの低さが

悩み事の有無に関連している可能性が推察できる。実

際に，社会的コンピテンスが不足している生徒は，ク

ラスメートの冷遇につながり，内在化問題へと発展す

ることが指摘されている91°’。すなわち，社会的コン

ピテンスが低いことで，クラス内での人間関係の悩み

を抱えることにつながり，結果的に精神・身体症状に

つながっている可能性が考えられる。また，社会的コ

ンピテンスが不足していることで，クラス内での居場

所がなく，別室登校を望んでいる可能性も考えられる

のではないだろうか。悩み事を抱えている生徒におい

ては，社会的スキルや問題解決能力向上をはじめとし

た援助も視野に入れて，支援していく必要があると考

えられる。

　また，このような悩みを抱えている生徒においても

相談できる人がいることで，不適応問題までに至らな

いとされている21　iL。しかし，本研究結果では，相談す

る人のなし群の方が，相談する人のあり群より，社会

的コンピテンス得点が低く，精神・身体症状を伴う不

登校傾向が高い傾向がみられた。このことから，社会

的コンピテンスが低く対人関係上で問題を持ちやすい

生徒においては，悩み事を抱えているとしても相談す

る人がおらず，精神・身体症状を主訴とした不登校傾

向がみられる可能性が示唆された。すなわち，精神・
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身体症状を出している生徒においては，悩み事を相談

できずにいる状態であり，誰かに相談に乗ってほしい

という気持ちが背景にあることが考えられる。山崎22）

は，不登校傾向生徒は，助けてほしいときに助けてと

言わずに体調不良で出てくる場合について指摘してい

る。また，とくに生徒が頭痛・腹痛などを訴え，しか

も不調を訴える部位が変化する場合の多くは，心理的

な問題を抱えていることが示唆されている23T。そのた

め，精神面での訴えのみではなく身体面での訴えにお

いても，その背景の悩みを意識しながら話を聴いてい

くことで，生徒との信頼関係を構築していく必要があ

る。

　なお，遊び・非行に関連する不登校傾向では，社会

的コンピテンスとは相関がみられなかった。これは，

非行少年が相手により社会的スキルを使い分けるとの

指摘「7）を支持する結果であったと推察される。すなわ

ち，遊び・非行傾向の生徒は，グループ内で人間関係

を構築するための努力はするなどの関係が築ける一方

で，親しくない友人においてはそのような努力をしな

いため，社会的コンピテンスとの関係が相殺され，有

意差がみられなかったと考えられる。一方，遊び・非

行に関連する不登校傾向は，悩み事あり群となし群と

の間，および相談する人のあり群となし群との間にお

いても有意な差がみられなかった。これは，非行生徒

が悩みを抱えられない特徴を有している24｝ことや，問

題焦点型ストレスコーピングと負の関連がある点25［が

関係している可能性がある。すなわち，遊び・非行生

徒においては，心理的な問題を持っていたとしても悩

みと認識することや，向き合うことが難しいため，行

動化する特徴を持つ。そのため，外在化問題を持つ生

徒においては，ともすると自分は悩み事がなく，相談

する人も必要ないと考えている可能性も推察できる。

しかし，外在化問題の生徒においては，大人との信頼

関係を持つことや相談できることで，問題行動が減少

することが指摘されている26］。そのためには，自分の

心の内に起きている不安や不愉快な体験を振り返るよ

うな落ち着いた時間と場所が必要であり，その中で共

に悲しみ，落ち込みから立ち上がっていく生徒を理解

し，支えていく支援24）が必要である。

V．結 △
冊
＝
＝
口

　本研究を通して，内在化問題を基底とした不登校傾

向生徒と外在化問題を基底とした不登校傾向生徒で
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は，社会的コンピテンス，悩み事の有無，相談する人

の有無について異なる結果が得られた。内在化問題を

基底とした不登校傾向（精神・身体症状を伴う不登校

傾向）では，社会的コンピテンスも低く，悩み事があ

ると感じながらも，相談する人がいない状態であるこ

とが示唆された。これらの生徒には，社会的コンピテ

ンスを促進する介入を行うこと，および相談に乗る体

制を整えていく必要があると推察された。

　一方，外在化問題を基底とした不登校傾向（遊び・

非行に関連する不登校傾向）では，社会的コンピテン

ス，悩み事の有無相談する人の有無について，有意

な結果が得られなかった。このことは，ともすれば非

行傾向の生徒には悩み事があまりないように捉えがち

であるが，この点こそが彼らの配慮しなければならな

い点であろう。非行傾向の生徒は，悩みとして抱えら

れない点，および困ったことがたとえあったとしても，

大人に自分からSOSを出すことが難しい特徴を有す

ることの表れとも捉えられる。今後非行傾向の生徒

には，大人を信頼したいけどできない気持ちを汲みと

りながら，向き合い，サポートしていく必要がある。

　今後の課題としては，1つの学校で実施したもので

あるため，今後さらに都市部と他の地区等複数の地区

で調査をしていく必要がある。本研究では社会的コン

ピテンスが社会的サポートや不登校傾向に因果関係を

与えるかについては調査していないため，今後因果関

係についても調査していく必要がある。また，事例を

通した検討を行うことで，社会的コンピテンス，悩み

事の有無，社会的サポートが不登校傾向に与える影響

過程について検討する必要がある。
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〔Summary〕

　The　present　study　aimed　to　examine　the　relationship

between　different　types　of　non－attendance　from　school

and　social　competence，　and　to　investigate　the　influence　of

　　　　　　りchildren　s　worries　and　social　support　on　this　relationship．

Participarlts　were　201　students（103males，98womens）

aged　l2－15years（the　lst，2nd，3nd　grades）who　were

enrolled　in　a　junior　high　school　in　Japan．　The　relationship

of　each　factor　was　assessed　using　the　self－reported　ques一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りtionnaire．　Statistical　ana！ysis　of　students　responses　on

the　questionnaire　indicated　that　non－attendance　was　sig－

nificantly　negatively　correlated　with　internalizing　prob－

lems　and　social　competence．　Furthermore，　students　who

tended　to　internalize　problems　demonstrated　lower　levels

of　social　competence，　lacked　social　support，　and　worried

more　than　their　peers　who　did　not．　These　results　suggest

the　need　for　interventions　to　improve　their　social　compe－

tence，　and　establish　a　systern　that　would　enable　children

to　consult　for　support　and　guidance　on．
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